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代表者メッセージ

当法人に所属するメンバーは、高い倫理観と誠実性、公平性を持ったう

えで、真のプロフェッショナルとなるべく自己研鑽を続けていきます。

各ステークホルダーとのコミュニケーションを十分におこない、時代の

変化を捉え、社会との信頼関係を築き上げていきます。

高品質な監査

私たちの存在意義は、公益実現のため、まずもって高品質な監査を提

供することであると認識しております。そのためには組織として高い

品質の監査業務を提供することが担保できていることが重要であると

考えております。私たちあおい監査法人は、組織として高品質な監査

業務を継続して安定的に提供できる体制を構築していきます。

真のプロフェッショナル

組織体制に加えて高品質な監査を支えるもう一つの要因は、法人メン

バーそれぞれが真のプロフェッショナルであるということです。財務会

計・監査の専門家としてその知識と経験を貪欲に積んでいくことは当

然として、業界に関する知見やコミュニケーション力を高めることにも

励み、真に社会に求められる人材としてのプロフェッショナルになるこ

とを目指します。

変化を捉える感性

今、私たちは激動の時代を生きています。以前まで当たり前だったこと

が、今では当たり前でなくなっていることが多くあります。ESG、SDGs、

サステナビリティ、ダイバーシティ、ハラスメント、DX化、働き方改革な

ど枚挙にいとまはありませんが、その変化はパラダイムシフトというほ

どの劇的ではあるものの、高い感性を持っていないと十分にその本質

を捉えたうえで認識することができません。私たちは公益的な法人で

あるという前提のもと、これら社会の変化を高い感性で捉え、時代の

変化にあわせて柔軟に順応していく必要があると考えております。

私たちは2022年8月31日に法人名を「あおい監査法人」に名称変更

したうえで、新たなメンバーを迎え入れ、次代の監査業界を担う法人と

なるべく再スタートいたしました。新たな法人として、組織力をもって

そのパーパス、ミッション、ビジョンを実現し、社会に対して高い価値を

提供しつづけていきます。

所在地

本社　東京事務所

　　〒107-0052

　　東京都港区赤坂3-11-15　VORT赤坂見附 2階

　　TEL 03-6277-8743　　FAX 03-6277-6879

松山事務所

　　〒790-0066

　　愛媛県松山市宮田町139-14

　　TEL 089-945-2737

あおい監査法人

TOP MESSAGE

あおい監査法人

統括代表社員　　惠良　健太郎
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沿革

1984年 5月　ロイヤル公認会計士共同事務所として発足

2004年 4月　ロイヤル監査法人に組織変更

2022年 8月　監査法人名を「あおい監査法人」に名称変更

2022年 8月　松山事務所を開設

構成人員　（2024年2月現在）

代表社員　　計 6名

　　　　　　　　本社 東京事務所長　　惠良　健太郎

　　　　　　　　松 山 事 務 所 長　 丸木　公介

職　　　員　　計 34名

合　　　計　　計 40名

関与会社数　（2024年2月現在）

金融商品取引法監査

IPO監査

会社法監査

学校法人監査

労働組合監査

投資事業有限責任組合監査

その他法定監査

合　計

3社

3社

1社

8社

2社

1社

4社

22社

Webサイト

https://aoi-audit.com

01 法人概要プロフィール
OVERVIEW02
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法人基本理念
PHILOSOPHY04

代表社員

佐 藤 　 充 典

■1982年　一橋大学商学部 卒業 

■1984年　ロイヤル公認会計士

　　　　　　　　共同事務所 入所 

■2009年　ロイヤル監査法人

　　　　　　　　（現あおい監査法人） 入所

代表社員　松山事務所長

丸 木 　 公 介

■1976年　日本大学商学部 卒業
 

■1981年　等松・青木監査法人

　　　　　　　 （現有限責任監査法人トーマツ） 入所 

■1986年　丸木公認会計士事務所　設立

■2004年　えひめ有限責任監査法人　設立

■2022年　ロイヤル監査法人

　　　　　　　　（現あおい監査法人） 入所

　

代表社員

中 道 　 貴 進

■2011年　青山学院大学経済学部　卒業  
 

■2014年　有限責任 あずさ監査法人　入所 

■2022年　あおい監査法人　入所

パーパス

公益実現のため、公認会計士・監査法人に求められている社会から

の期待の変化を常に捉え、資本市場を支える一員であり財務会計・

監査の専門家として、その期待に応えることで日本経済の次なる発

展に貢献する

03

ミッション

１　高い監査品質により財務諸表への信頼性を付与します

２　日本経済の次なる発展のために、IPO業務に力を入れていき

　　ます

３　財務会計・監査の知見を生かした企業の経営課題解決のための

　　サポートを行います

ビジョン

● 監査業界における主要な法人の一つとなる

● 組織としての監査法人運営を実現する

● 公益性を鑑み、各ステークホルダーとの継続的なコミュニケー

　　 ションを行う開かれた法人となる

● 真のプロフェッショナル集団となる

バリュー

１　品質第一

２　信頼性

　　信頼関係の基礎となるもの。

　　その内容は、「人格」と「能力」をベースとし、以下のものを含む

３　フレキシビリティー（変化への順応性）

４　多様性、相互扶助、シナジー

５　透明性

高い倫理観、誠実性、公平性を持つ、真のプロフェッショナル。

統括代表社員

惠 良 　 健 太 郎

■2005年　大阪大学経済学部 卒業
 

■2005年　新日本監査法人

　　　　　　 　（現EY新日本有限責任監査法人） 入所
 

■2012年　ロイヤル監査法人

             　（現あおい監査法人） 入所

代表社員

丸 木 　 章 道

■2005年　日本大学商学部 卒業 

■2015年　中小監査法人 パートナー就任

■2022年　あおい監査法人 入所

代表社員

角 田 　 康 郎

■2012年　ロイヤル監査法人

              　（現あおい監査法人） 入所

■2012年　あらた監査法人

             　（現PwC Japan有限責任監査法人） 入所 

■2021年　ロイヤル監査法人

　              （現あおい監査法人） 入所

メンバー紹介
MEMBER
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コンプライアンス

誠実性

公正性

倫理観

高　潔

決　意



組織図

ii. 国内監査部

　 金融商品取引法における監査、会社法における監査などの監査

業務を実際に行う部署として、国内監査部を設置しております。東

京事務所と松山事務所のそれぞれにおいて監査業務を実施してお

ります。

iii. IPO支援部

　 当法人では上場準備会社を支援するための部署であるIPO支援

部を独立で設けており、それら企業を積極的に支援しております。具

体的にはIPOに関する情報収集や証券取引所、証券会社等とのコ

ミュニケーション、業務開発など、IPOにかかわる広範な領域を担っ

ております。

iV. 管理部

　当法人における管理業務を担っております。具体的には、総務、財

務、経理、人事、情報システムなどの法人運営に欠かせない機能を運

営しております。

　 当法人は、現状、独立第三者による監督、評価機関を設けておりません。ただし、社会からの要請を鑑み、早々にこれらの機能を有する機関を設

置する予定です。

　現状としては、下記のように経営機能の実効性を監督・評価し、また支援を行っております。

当法人は代表社員6名を含む全構成員十数名程度の小規模の法

人であり、その構成員はお互いにコミュニケーションをとりやす

く、それぞれの業務の評価・監視・牽制を行っております。また、法

人における重要な課題についてはその密接なコミュニケーション

のもと、適時に把握し議論できるような環境を構築しております。

当法人は無限連帯責任を基本としたパートナーシップ形式の法

人であり、その責任からくる相互監視・相互けん制がなされる仕

組みとなっております。

社員総会及び経営会議は定期的に開催されており、法人における

基本方針や経営会議メンバーの人選、その他重要事項について

十分な議論が行われており、それら会議体が適正に運営された結

果として意思決定がなされております。

当法人は上場監査事務所登録名簿に登録された監査法人である

ため、外部機関からのモニタリングを受けております。
　 当法人は、全社員で意思決定をする社員会にて基本方針を決定し、その基本方針に従って経営に関する意思決定を行っております。

　 社員会の決定に基づく経営執行については、統括代表社員の下に各事業部を設置したうえで、それぞれの各事業部が個別具体的な法人業務

を行っております。

　 社員会は、法人の最高意思決定機関となっております。全社員に

よって構成された機関となっており、経営に関する基本的重要事項

である基本方針を審議決定しております。

　 その基本的経営方針に基づき、法人の経営に関する意思決定を行

います。

　 社員会によって審議決定された事項については、統括代表社員の

下に設置された各事業部において業務が行われることとなります。

i. 品質管理部 

　 当法人の品質管理を担う専門部署として、品質管理部を設置して

おります。品質管理部は、品質管理規程や監査マニュアル、監査ツー

ルの整備及び運用を行っております。

　 また、契約審査や意見審査の統括を行うとともに、各種モニタリン

グ（日常的監視及び定期的な検証）の実施も担っております。

　 その他、法人内における会計や監査に関する専門的な見解に対

する問い合わせの対応も行っております。

05 ガバナンス及び組織体制
GOVERNANCE  AND  ORGANIZATIONAL STRUCTURE

社員会

統括代表社員

品質管理部 国内監査部 IPO支援部 管理部

1 経営機能の実効性を監督・評価する機関3

概要2

1. 社員会

2. 事業部

● ●

●

●
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（1）法令及び職業倫理等の遵守

　　公認会計士法、日本公認会計士協会が定める倫理規則等の各種

法令及び規則を遵守するため、全監査従事者から法令及び職業倫

理に抵触しないことを確認するための「監査人の独立性チェックリ

スト」を入手し、監査チームの業務執行社員及び審査担当社員から

は ｢監査法人の社員の独立性チェックリスト｣ を入手することで、被

監査会社からの独立性を確認しております。

　　また、インサイダー取引を防止するために、全職員にインサイ

ダー取引誓約書も入手しております。

（2）業務執行社員等のローテーション

　業務執行社員等のローテーションについては、公認会計士法等に

従って、一定の大会社等の監査に従事する業務執行社員等（業務執

行社員及び審査担当社員）については継続監査期間の上限を7年、

最短インターバルを2年とする方針を定めて、運用しております。

日常的監視と定期的な検証

　 当法人は、品質管理の方針及び手続が適切かつ十分に整備さ

れ、有効に運用されていることを合理的に確保するために、品質管

理システムに関する日常的監視を実施しております。 

　 また、個別の監査業務が品質管理の方針及び手続に準拠している

ことを確かめるため、監査業務の定期的な検証を実施しております。

（1）監査実施者の選任方針

　 被監査会社が属する業界やその事業の内容、担当する個人の能

力、他業務への関与状況及びローテーションに関する方針等を勘

案したうえで選任しております。

（2）監査業務の実施

　 監査業務の質を合理的に確保するための監査マニュアルを作成

し、監査計画から結論に至る過程までを適切に文書化することを徹

底しております。

　 業務執行社員及び主査を中心として監査調書をレビューし、重要

な誤謬の看過防止や重要な監査手続が適切に実施されていること

を担保しております。

　 監査責任者である業務執行社員は、不正リスク、特別な検討を必

要とするリスク等の監査上の判断を要する領域の識別・評価に十

分に関与し、監査チームを監督することでその責務を果たしており

ます。

（3）専門的な見解の問い合わせ

　 監査チームでの判断が難しい重要事項に関しては、適切な社内

外の専門家に問合せを実施することとしております。監査チームが

適切に専門的な見解を問い合わせを実施することは、業務執行社

員の責任として求められるものであります。

　 監査人交代における監査業務の引継ぎに関する方針及び手続に

従って、監査業務の引継ぎが適切に行われることを合理的に確保し

たうえでその交代を実施しております。

（1）職業的懐疑心の堅持

　 監査従事者は、職業的専門家としての正当な注意を払い、懐疑心

を保持して監査を実施しております。

　 監査従事者は、各々のチームミーティングにおいて、職業的懐疑

心を持ったうえで深度ある議論を行っております。

　 また、監査責任者は職業的懐疑心を保持することの重要性を継

続的に指導・監督しております。これらを行うことによって、法人全

体として職業的懐疑心の重要性を確認し、全社に浸透することを努

めております。

（2）不正等への対処

　 不正による重要な虚偽表示を示唆する状況が識別された場合

には審査を受け、必要に応じて社員会の審査を受ける必要があり

ます。

　 また、不正による重要な虚偽表示の疑義があると判断された場

合は、リスク評価及び立案したリスク対応手続を修正したうえで入

手した監査証拠が十分かつ適切であるかどうかについて、社員会に

よる審査を義務付けております。

（1）審査担当社員の選任 

　 審査担当社員は、被監査会社ごとに1名が選任されます。被監査

会社の事業内容、規模、必要となる専門的知識及び独立性等を勘案

し、社員の中から最適な者を、社員会が審査担当社員として指名し

ております。

　 全ての監査業務で監査報告書を発行する際は、審査担当社員に

よる審査を義務付けております。

（2）社員会による審査の実施

　 重要事項については、社員会による審査を行う必要があるものと

なっております。 その社員会による審査は社員全員が出席したうえ

で、当該審査案件について十分に議論がなされたうえで審査が行

われます。

06 品質管理体制
QUALITY CONTROL SYSTEM

独立性の管理1 他の監査事務所との交代3 審査体制5 不正リスクへの対応6

モニタリング7

監査業務の実施4

監査契約の締結に関する基本方針2

【 審 査 体 制 】

意見相違

その他所定条件に該当

監
査
報
告
書
発
行

審
査
完
了

社員会審査

審査担当者の審査

承認

同意

11

　 被監査会社の規模、経営者の誠実性、決算体制、内部統制の状

況、被監査会社に対する独立性等に関する評価に加えて、適切な監

査品質を確保するための監査資源の有無を勘案し、総合的に判断

しております。

　 監査契約の新規締結に関するリスクの程度が、相当程度高い場

合及び反社会的勢力の関与が判明した場合には、監査契約を締結

しないこととしています。

　 また、契約の更新に際しても、リスク評価を実施し、最新のリスク

状況を把握しております。

10



07 電子監査調書システムの導入
AuDics
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重要な情報資産をすべて AWS に集約。 これにより、 常に最新の監査調書等ファイルにアクセス可能に。

また、 法人側で端末ごとのデータが管理できるため、 適切な管理下のもと、 情報漏洩の防止対策が可能

となります。

メンバー全員に法人から端末を貸与し、 それぞれの端末に専用の仮想デスクトップが用意されます。

これにより、 どこからでも法人事務所に集約したデータにアクセスしながら、 自身の業務を行うことが可

能となります。

分散していた情報資産(リスク)をクラウドに集約し、

一元的に管理策を適用できる

「 IT環境インフラ」

どこからでも情報資産にアクセス可能
出 典 ： 合同会社　監査D＆Iコンソーシアム

 　　　　　https://adic-cpa.co.jp

 電子監査調書システムの導入

クラウド型ITプラットフォームサービス

「AuDics」
オ ー デ ィ ッ ク ス

日本の証券市場は、上場企業の多くが中堅企業という特性があり、昨今、中小監査法人に対する期待とニーズ

はますます高まり、金融庁も中小監査法人育成の方針を掲げ、電子監査調書の導入等のデジタル化支援など、

高品質な監査のためITの活用推進を提言しています。 

当法人では監査業務のDX化を推進するため電子監査調書システムを安全なセキュリティ環境で利用できるク

ラウド型ITプラットフォームサービス「AuDics（オーディックス）」を導入しました。

監査調書の電子化及び適切なタスク管理を通じて、監査品質のさらなる向上に取り組んでまいります。
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　 日本公認会計士協会（JICPA）では、監査業務の公益性に鑑み、

監査業務の適切な質的水準の維持、向上を図り、監査に対する社会

的信頼を維持、確保することを目的として、監査事務所が行う監査

の品質管理の状況をレビューする制度を導入しております。

　 同制度により、原則として3年に1回、監査事務所が行う監査の品

質管理のシステムのレビュー（通常レビュー）が実施されます。

　 品質管理レビューの結果、改善が必要と認められる事項が発見さ

れた監査事務所に対しては、改善勧告が行われ、当該改善勧告を受

けた監査事務所に対しては、レビューの実施結果等に応じて「通常

レビュー」又は「改善状況の確認」が実施されています。 

　 金融庁に設置された独立の行政機関である公認会計士・監査審

査会（CPAAOB）は、日本公認会計士協会による品質管理レビュー

の内容を審査するとともに、必要に応じて日本公認会計士協会や監

査事務所等への立入検査等を実施しています。

　 当該検査の結果、監査事務所において監査の品質管理が著しく

不十分である場合、監査業務が法令等に準拠していないことが明

らかになった場合には、審査会は、業務の適正な運営を確保する

ために必要な行政処分その他の措置を金融庁長官に勧告し、金融

庁が監査事務所に対して、戒告、業務改善命令等の行政処分等を

行います。

08 外部機関からのモニタリング
MONITORING FROM EXTERNAL AGENCIES

日本公認会計士協会（JICPA）による

品質管理レビュー

1 公認会計士・監査審査会（CPAAOB）による検査2

　 当法人では、外部機関によるレビュー又は検査で指摘された事項

は、その根本原因を分析するとともに、再発防止のための業務改

善、社内研修での周知徹底等、必要な対応を実施しております。

外部機関による検査結果等への対応3

金融庁

⑤ 勧告④ 検査

② 品質管理レビューの報告

① 品質管理レビュー

コミュニケーション監査

③ 審査 ④ 検査

被監査会社等

監査事務所
日本公認会計士協会

監査役等

公認会計士・監査審査会

14

JICPA

CPAAOB



09 採用
RECRUITMENT

公認会計士・監査法人に求められている社会の変化する期待を常

に捉え、資本市場を支える一員であり財務会計・監査の専門家とし

て、その期待に応えることで日本経済の発展に貢献することができ

る人材の採用・育成を基本方針としております。

基本方針 1 社員及び専門職員の職位ごとの人員数人員状況2

代表社員

常勤職員

非常勤職員

合計

6人

13人

21人

40人

職位 人数

17

　（2024年2月現在）

R

当法人の基本理念に共感し、専門能力や人的基礎能力の高い人材

を採用する方針としております。また適切な監査品質の確保のため

に、業務量の応じて適正な人員を確保し、適正な人員構成の維持の

ため、計画的に採用活動を行っております。

人材採用方針 3

将来の有望な人材を確保するため、公認会計士資格を有しない補

助者を監査アシスタントとして採用しております。監査アシスタント

は専門知識を必要としない業務範囲において、監査業務の補助に

従事させております。これにより、監査現場の効率化及び監査品質

の向上を図っております。

監査トレーニー制度4

ecruit

16



非監査業務は、公認会計士としての専門性や仕事の幅を広げるうえ

で有用であり、また人材採用及び育成の観点から重要であると考

え、前向きに取り組んでおります。

10 人事方針
PERSONNEL POLICY

OJT
BUSINESS SKILLS

当法人では、OJTを積極的に行い、職業的専門家としてのスキルだ

けではなく、コミュニケーション力も含めたビジネススキルの向上

のための育成を行っております。

また、監査業務を通じて財務会計・監査の専門家として、日々の成

長が実感できる環境を構築しております。

人事育成方針6 非監査業務の方針7

人事評価については、監査品質を最も重視する方針を採用しており

ます。各職位に求められる役割と責任を明確にし、達成状況によっ

て評価を行います。評価結果は面談を通じて本人にフィードバック

し、監査品質の維持及び向上に努めるとともに、本人の成長を支援

できる体制を構築しております。

人事評価方針5

COMMUNICATION
1918
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